日文翻譯完成版：↓

今回の劇団公演は『亜陶』（アルト）という精神患者について、討論していたのだが、彼のロジックが普通の人とはあまり同じではありません。長期間に亘って精神分裂の病気に苦しまれた所以で、彼は世界に対する認識が抑圧的な、かつ耐えられない処があちこちに充満されています。

残酷劇場というのは、ドラマが、もはや文学的な物語の一種の特殊的な表現類型ではありませんし、また、ドラマが、もはや物語やあるいは、物語を語る修辞学ではありません、それに直接的に一種の如何なる芸術創作の形式で編入されることができない特殊的な言語主題としていることを指しています。すべての存在は、あるいは舞台で発生した物質要素、あるいは構成などのすべては、ドラマの創作範疇に属されていて、そして、それがあるだからこそ、彼らが劇場で独特的な言語で表現することが出来ます。例えば；体や灯光の照明、劇場での風景のバックグランド、合わせる劇場音楽などがあります。まさにこのような特殊的な言語の創造によって始めて「亜陶」の残酷的な概念を乗せることが出来ます。そして、残酷とは何ですか？というと、『精神面から見ますと、残酷とは、厳しさを意味していますし、所謂、些かの改変にも許されずにして操作やと選択することなどが強いられていることを指しています、あるいは、挽回できないことや、かつ絶対的な確定であることなどです。残酷というのは、先ず、清楚明白的な概念であり、一種の必要性の下で、拳拳服膺するような執拗であり、それが所以に無意識の残酷が存在することもありませんし、あるいは、無意識で運営される残酷なんかは、存在することもありませんとも言えます』。
そう言えば、残酷は一種の堅持と執念であり、但し、絶対に簡単的な意識面の堅持のではなくて、同時に肉体と物質の徹底的に貫徹をすることを意味していますし：『一種の構え的な姿勢状態と思惟的な独特的な言語である　』略にして言えば、残酷とは、どのようにして物質を通じて運動し、なおかつ事件を通じで、精神的な一種の実践を表現させることであります。それが所以に残酷の最終意義として、どのようにして劇場の実践を通じて精神と物質を完全的に融合させて表現することができるかどうかに帰結するのです。
中文原稿版：↓

ｋ
這次的劇團表演談論的的『亞陶』是一位精神病患者，因而他的邏輯和常人是不太一樣的。由於他長期受到精神分裂的病症所苦，因而他對世界的認知是充滿壓迫感的、無法忍受的一個地方。

殘酷劇場是指戲劇不再是文學話語的一種特殊表現類型，戲劇不再是故事或說故事的修辭學，而是直接地就作為一種無法為任何他種藝術創作形式加以編納的特殊語言的主題，指的就是所有存在於或發生於舞台上的物質元素或組成都屬於劇場的創作範疇，而且也只有它們才能夠作為劇場表現的獨特語言：舉凡身體、燈光、佈景、音樂、對白。正是透過關於這類劇場特殊語言的創作才得以承載亞陶的殘酷概念，那麼何謂殘酷？『就精神層面來看，殘酷意指著嚴苛，也就是沒有轉圜餘地的操作和抉擇，或說無法回頭、絕對的確定，殘酷首先是清晰的，是一種服膺於必要性底下的執迷，所以不會存在無意識的殘酷，或說不會存在沒有意識運作的殘酷』。如此一來殘酷便是一種堅持與執念，但絕非簡單的意識層面的堅持，同時也是肉體與物質的貫徹：『一種介於姿態和思維的獨特性語言』。化約地說，殘酷便是如何透過物質的運動與事件來表現形上學的一種實踐。因此殘酷的最終意義便在於如何透過劇場實踐將精神與物質完全地融合與表現。

